
平成２３年度 決算報告書

国立大学法人筑波技術大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考
（決算－予算）

収入

運営費交付金 ２，６０３ ２，７１７ １１４ （注１）

うち補正予算による追加 ２６ ２６ ０

施設整備費補助金 ６５ １０４ ３９ （注２）

うち補正予算による追加 ６５ ６３ △２

船舶建造費補助金 ０ ０ ０

補助金等収入 １６ ２４ ８ （注３）

国立大学財務・経営センタ １７ １７ ０

ー施設費交付金

自己収入 ３８８ ３７４ △１４

授業料、入学料及び検定 ２３８ ２２６ △１２ （注４）

料収入

附属診療所収入 １１０ ９２ △１８ （注５）

財産処分収入 ０ ０ ０

雑収入 ４０ ５６ １６ （注６）

産学連携等研究収入及び寄 ７７ １６ △６１ （注７）

附金収入等

引当金取崩 ０ ０ ０

長期借入金収入 ０ ０ ０

貸付回収金 ０ ０ ０

目的積立金取崩 ０ ０ ０

計 ３，１６６ ３，２５２ ８６

支出

業務費 ２，９９０ ２，８７０ △１２０ （注８）

教育研究経費 ２，８８１ ２，７５４ △１２７

診療経費 １０９ １１６ ７

施設整備費 ８２ １２１ ３９ （注９）

船舶建造費 ０ ０ ０

補助金等 １６ ２４ ８ （注１０）

産学連携等研究経費及び寄 ７７ １０ △６７ （注１１）

附金事業費等

貸付金 ０ ０ ０

長期借入金償還金 １ １ ０

国立大学財務・経営センタ ０ ０ ０

ー施設費納付金

計 ３，１６６ ３，０２６ △１４０

収入－支出 ０ ２２６ ２２６



○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、平成２２年度繰越額を予算段階では過少に見積もった

ため、予算額に比して決算額が１１４百万円多額となっています。

（注２）施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった国からの補助金

の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が３９百万円多額となっています。

また、施設整備費補助金のうち補正予算による追加については、入札により予算

額に比して決算額が２百万円少額となっています。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国からの補助金の獲

得に努めたため、予算額に比して決算額が８百万円多額となっています。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、入学者の減少により、予算額に比し

て決算額が１２百万円少額となっています。

（注５）附属診療所収入については、主として院外処方の増加等に伴い診療報酬が減少し

たこと等により、予算額に比して決算額が１８百万円少額となっています。

（注６）雑収入については、主として自動販売機の販売手数料が増加したこと等により、

予算額に比して決算額が１６百万円多額となっています。

（注７）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、共同研究、受託事業及び寄附

金の獲得が不調だったため、予算額に比して決算額が６１百万円少額となってい

ます。

（注８）業務費のうち教育研究経費については、経費の節減に努めたため、予算額に比し

て決算額が１２７百万円少額となっています。また、診療経費については、主と

して人件費が増加したこと等により、予算額に比して決算額が７百万円多額とな

っています。

（注９）施設整備費については （注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が、

３９百万円多額となっています。

（注１０）補助金等については （注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が、

８百万円多額となっています。

（注１１）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については （注７）に示した理由に、

より、予算額に比して決算額が６７百万円少額となっています。


